
車両型路面描画装置
（人手からロボットへ）
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こんなことが出来ます！

どんな図柄も簡単に！　しかも精度よく自動作図！
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

①建築床面・道路路面へのマーキング技術
②基準点からの自己位置認識と走行技術
③「文字･記号」（図柄）の正確な描画技術
　これらの開発で、指定された床面・路面に文字・記号・
キャラクターなどの図柄を自動で描画(墨出し)できる。

①人手作業により路面上で計測しながら
ポイントを取り、指定された文字・記号
を描画（墨出し）していた。

②キャラクター等の図柄の描画（墨出し）
は、困難であった。

　車両型路面描画装置は、旧態依
然として人手で描画（墨出し）して
いた道路標示施工業界にとって、
画期的な業界初の装置である。
　当技術は、他分野への応用も考
えられ、無人化等、問題解決への
糸口として応用される企業を求め
ている。
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①距離レーザーで、基準ポール（基準点）からの｢距離」・「角度」を測定した後、自己位置を認識し、CAD
データ情報により、描画（墨出し）位置へ移動。
②作図中も、基準ポール（基準点）により、自己位置を認識しながら描画（墨出し）。
③建築床面も｢距離」・「角度」を測定し、補正しながら描画（墨出し）。

実施風景【NETIS番号KT-100067】
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